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１２月定例作業日は、１２月１６日（土）9時グリーントリム公園集合。

第３土曜日です。第２土曜日 12/9 は都合の悪い人が多いので第３土曜日に

なりました。

作業時間の前半は、草刈り、球根植え、剪定、落ち葉集め、清掃など今年の

活動の締めをします。後半は、忘年会の代わりに親睦会を現地で行います。親

睦会は 10時頃から。

雨の場合は 12/23（土）に延期します。

平日作業日は、ありません。

１． 11月の定例作業は、アジサイ植樹

11/11（土）、前日までの“夏日”から一転して、寒さ到来を感じる

曇天の朝です。秋なら当り前の気候ですが。参加者 11名。

先月のアジサイ 25株＋6株植樹に続いて、東京都から頂いた 50株の

残り 25 株を植えます。場所は、第 1広場と第 2広場の間の平地の林間

です。３本の園路があって、中洲のような草木地が２つあるその西側

の平坦な場所に、互いに 1～2ｍ離して植えました。掘ってみると、こ

こも昔河原だったことを物語るように丸っこい大小の石が邪魔しま

す。そこを鶴嘴や鉄の棒で大きい石をほじく

り、シャベルや鍬で小石や土を掬い出し、根巻

きの倍くらいの穴に腐葉土と黒土を入れて苗を

植えました。支柱を立ててピンクのリボンを支

柱に巻き付け、草刈りの時に草といっしょに刈

られることがないようにしました。その後、水

をたっぷり遣りました。

穴掘りで身体の寒さは吹き飛びました。休憩

の後、林間に放置されたヒノキの幹や切片をリ

ヤカーに積んで薪割り場脇まで運びました。町

内会の美原フェスティバルに多くの来訪者が来

るのでケガのないようにするためです。

２． 1１月の平日作業は、ハクモクレン植樹

８月に前会長小作四郎さんの緑化功労者農林水産大臣賞受賞を祝って祝賀会を開きましたが、

そのお礼として美原里山に花木を寄贈したいとの小作四郎さんの申し出を頂戴しました。花木は

ハクモクレン、植樹場所は根がらみ坂公園中央。11/21（火）９時から、13名の会員と小作造園

から 3人参加。小作造園のショベルカー（小作造園の次男優太郎さん運転）で深さ約 1ｍ直径 2

ｍの穴掘り、そこに２トンクレーン車で樹高約 5ｍのハクモクレンが運び

込まれ、車から降ろして枝を剪定し、木の向き（テーブル位置から見る

を正面としました）や垂直を調整して設置しました。根株は直径約 1ｍ

で、そこに黒土と腐葉土を入れ、水遣り

をし、支柱を

立て、看板を

立てました。

小作四郎さん

から祝いの弁

当がふるまわ

れました。
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なお、全国植樹祭において緑化功労者が表彰されたことはインターネットに載っています。小作

四郎さんの受賞者の紹介も公表されています。参考のため、この通信に付録(3 頁目)を付けます。

ハクモクレンはモクレン科モクレン属。同じモクレン属のモクレン、コブシ、マグノリア（タ

イサンボク）などと区別できるのは、落葉高木（～15ｍ）、白い花でがくは花弁と同じ大きさな

ので花弁が９枚に見える、３～４月の開花で甘い香りがして上を向いていて開花時にはまだ葉芽

が開いていないなど。

今も、花芽と葉芽が出ています。冬が終われば春の始まりを華やかな白い花が教えてくれます。

３．チューリップ球根植え

清水亮一さんからチュウリップの球根を３籠もらいました。赤と黄

色です。11/25（土）役員会の時に 3人で入口広場と園路沿いに植えま

した。途中、小林さん親子とそのお友達 4人が通りかかって、手伝っ

てくれました。子どもらと里山でなぜ小石が多いのかとかチュウリッ

プの話をしながら植えました。有難い戦力でした。

４．「はむら市民と産業のまつり 2023」は、のこぎり体験が好評

11/4（土）富士見公園で。今年から、市民と産業がいっしょに集う

まつりとなりました。環境保全課の要請で、稲荷緑地の会と共に、テ

ント２張りの下で展示と体験を行いました。参加者８名。関口康太郎

係長が企画を引っ張り、とくのこぎり体験が好評でした。美原里山保

存会はヒノキでコースター作り、稲荷緑地の会は竹でコップや一輪挿

しを作りました。大人・子どもが列をなしていました。

５．美原町内会「美原フェスティバル 2023」が美原里山で

11/19（日）晴天、気温 20℃。美原町内会の「美原フェスティ

バル」は初めての企画です。参加者多数で、特に子どもが多く、

皆が楽しみ盛り上がりました。市長・各町内会長・国会議員・都

議・市議など来賓も多数来られました。お囃子も賑やかでした。

焼きそば・焼き鳥など飲食も長い列をつくり完売でした。催し物

では、美原里山保存会担当は輪投げ・ターザンロープでした。輪

投げには約 200 人が参加しました。ターザンロープは多数の子ど

もが同時に乗ってロープがたわむのトラブルもありました。

これらの様子は TCN 多摩ケーブルでも放映されました。

６． TCN多摩ケーブルでグリーントリム公園取材されました

三田村りょうのラララで行こう「羽村の公園」で放映されました。DVD録画があります。

「伝えたい東京のみどり 写真コンテスト」募集中

東京緑化推進委員会（緑の募金実施団体）の主催で、応募期間は 10/1～2024/1/21。テーマ

は、①山のみどり、②街のみどり、③緑化活動です。発表は 3月下旬。最優秀賞は 5万円など。

公園での火気使用

羽村市公園条例では第 4条（行為の制限）で、はり紙や物品の販売などと同じく火気を使用す

ることは「許可を受けなければならない」とされています。そこで、許可の基準を土木課に問合

せしました。文章化されているわけではないが、次の考え方に依っているとのことでした。

１）火気使用は原則禁止、２）火気使用の全責任は当該団体が持つ、３）防火対策をする（消

火器設置、火気はガス、落ち葉等のない場所など）、４）消防署に連絡する、５）羽村市が信頼

できる団体であること、とのことでした。

美原里山保存会は、「信頼できる団体」であり、他の条件を満たせば実施可能ということでし

た。令和元年の流しそうめん催しのときの不許可は、グリーントリム公園が落ち葉等散乱し許可

できる状態ではなかったということです。

球根植え手伝い

のこぎり体験

美原フェスティバル

“上から美原を見よう”

（高所作業車）
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